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       いばらきまちづくり通信 

つどえ～る！ 

 

○「下館・時の会」とは 
蔵が多く残る街「下館」。三年前、その中の貴重な
石蔵が取り壊されることになりましたが、それを惜しむ
市民が多数集まり、保存活動を行ったことが発足の
きっかけです。その蔵は時計店の蔵だったので「時
の蔵」と命名し、会の名を「下館・時の会」としました。 
 
○活動内容 
今までの主な活動については、次ページに記載し
ました。最近では、下館市制 50 周年を記念した「板
谷波山」展が下館美術館で開催されておりましたの
で、それに合わせて「もうひとつの波山」展と題し、当
時の写真や品々・エピソードなどを揃え、波山と故郷
下館のかかわりをわかりやすく伝える展覧会を開催
しておりました。場所はもちろん「時の蔵」です。ま
た、右の地図は波山と縁のある所を紹介した街歩き
マップです。時の蔵にて募金を頂いた方にもれなく
差し上げておりました。 
こうした活動を重ね、頂いた募金や寄付で蔵の補
修や次回の活動資金に充て、活動開始からスポット
ライト、ピクチャーレール、床と壁の補修、空調と少し
づつ整備してきました。現在の「時の蔵」はギャラリー
としての機能は備わってきています。また、蔵自体は
下館市教育委員会の管轄ですので、市民活動の発
表等、その利用は自由となっております。 
 

○活動における課題 
課題は特にないと感じています。考え出すときりが
ありませんから。ただ、「続けること」そのこと自体が大
きな課題だと思っております。 
 
○今後の抱負 
当面の目標はトイレの設置です。来蔵者に限ら
ず、運営時の我々にとってもトイレは必須。次は雨
樋。できることを少しづつ確実に積み重ねていくこと
が、今は大事と考えております。 
 
   

○「下館・時の会」のポリシー 
下館にある物(蔵、地図、神輿)で、下館の産業(手
ぬぐい、染物)を活用し、下館の文化人や歴史にス
ポットをあてること。また、下館を様々な分野・角度
から見直し、新しい価値を創造してわかりやすく広
めること。それが私たちの使命。しかも会員それぞ
れが楽しみながら。大切なのは、いかにお金をかけ
ずに頭と体力を使うかと考えております。 
 
○「下館・時の会」事務局 
 〒308-0021  下館市甲９２９ 

T‘ｓ設計室内 
  FAX 0296-23-2608 
（問合せは郵便又は FAX にて） 

 

まちづくり団体の取り組み  
 ～こんなことやってます～ 
  
“蔵”を活かしたまちづくり 

「下館・時の会」 （下館市） 

 

~今回は「下館・時の会」から、
ご寄稿いただきました。~ 
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